
【事業実績】「博物館を中心とした広域連携に基づく民俗資料の魅力発信事業」 

東北歴史博物館を中核館とし、県内 13 の組織により構成される 
「宮城県民俗担当職員協議会（宮城民俗コモンズ）」が事業に参画した。 

 
１．協議会の運営 
① 協議会会議の開催 

ネットワークを構成する機関の長が集まり、活動の方針や内容について議論した。（6/6） 

② 共同調査会の実施 
   県内の民俗担当職員が集まり、県内各地の収蔵庫資料を共同で調査した。（7/10、8/4、9/10 計 3 回） 

 
２．調査研究 
① 資料調査にかかる協議／② 文献調査／③ 資料調査 

    宮城県の民俗文化を明らかにするための調査資料を選定し、文献資料と実物資料で調査した。  
④ 行政調査記録のスキャン 

  過去の行政調査記録 12000 以上をスキャンしてデジタル化し、情報アクセスの平等化を推進した。 

⑤ データベース構築 
  民俗資料の専門家の指導助言を受けつつ、地域名称や新たな分類項目を追加したデータベースを構築した。   

 
３．デジタルアーカイブ 
① 撮影資料・方法協議 

人・時・場所を問わず同じ質の写真撮影が可能になるような撮影基準を定め、特に 200 件の資料については具体的

な撮影状況を記録し、写真と併せて公開した。 

■共同調査会参加者の声 
・大型の資料をまとまった数保管していて見応えがある。資料のサイズの大きさは本地域の特徴だと思う。生産に関するモノが非
常に多く、収集の経緯によってコレクションの全体像はかなり変わるものだと思いました。 

 

・モノによって同じ資料が地域ごとにいくつも収集されているものもあれば、少数のものもあり、県内資料の比較研究の可能性と
収集する担当者の興味関心が収蔵品に映し出されるということを感じた。 

 

・空調が入っていなくても、除湿機で湿度の変動がかなり抑えられているようだった。当館でも配置や稼働方法等、見直してみよ
うと思います。                         

■参加者の調査研究テーマ 

染色・製糸  千歯扱き  エヅコ  渡し舟  出汁  養殖  

芋煮（里芋） カテキリ  カマ神  海岸林  養蚕  稲穂  

学校給食   イシャリ  藁細工  石造物  諸職        

粟穂・稗穂  風呂鍬   契約講  神札   下駄   

■分類項目 

用途分類 

形態分類 

機能分類 

 

  



② 業者による巡回撮影／③ 博物館・自治体による撮影 
県内 11 箇所で 1000 件の民俗資料を 3300 カット写真撮影した。 

④ デジタルアーカイブ準備・公開 
  宮城民俗コモンズデジタルアーカイブ「宮城の民具」と題して、撮影した写真を公開した。                  

URL：https://www.thm.pref.miyagi.jp/database/miyagibunkazai/mingu/                                                    

⑤ 公開告知 
  デジタルアーカイブの成果を告知するためのパネルを作成し、県内５会場でパネル展を開催した。 

 
４．教育普及 
① リレー講座告知／② リレー講座実施（8/4、9/10、1/25 計 3 回） 

  調査研究成果を踏まえた講座を 3 回実施し、計 112 人が聴講した。 
 
５．企画展示 
① 展示体制・構成協議 

令和７年度秋に県内７会場で同時期開催企画展を実施することを決定した。 

② 展示開催告知 
  展示開催予告チラシを作成し、県内小学校ならびに宮城県連合小・中学校教育研究会社会科部会へ送付した。     
③ 展示資料選定・借用 

ネットワークを生かした情報交換がなされ、幅広い視野で展示資料の検討がなされた。 

■令和７年度同時期開催企画展（案） 

・東北歴史博物館「宮城に生きる民俗―暮らしを伝えるモノ語り―」 

・しばたの郷土館「宮城に生きる民俗―（副題未定）」 

・名取市歴史民俗資料館「宮城に生きる民俗―自治体史と暮らしの記録―」 

・多賀城市埋蔵文化財調査センター「宮城に生きる民俗―多賀城海軍工廠と地域の変化―」  

・大崎市図書館「宮城に生きる民俗―カマガミと民俗―」 

・松山ふるさと歴史館「宮城に生きる民俗―大崎の釜神―」（仮） 

・石巻市博物館 「宮城に生きる民俗―宮城の漁業 三陸から仙台湾まで―」（仮） 

■デジタルアーカイブに寄せられた外部有識者の声 
・民俗資料をこれほどの規模で後世に残そうとしている国は日本だけではないか。しかし個別の資料にどのようなものがあるかは、
容易には知ることができない。少なくとも写真１点ずつでも添付されたリストが、国民に提供されてしかるべきであろう。それ
ぞれの物件のリストに「形態欄」と「機能欄」を加えるだけでも横断検索が可能になり、膨大なコレクションから民具の比較研究
をすることが可能になる。宮城民俗コモンズデジタルアーカイブ「宮城の民具」がその実践例となったことは喜ばしい。 

 

・これからの博物館資料、とくに民具や民俗資料の保存・活用には、県単位での博物館間のネットワークが必要だと考えておりま
したが、貴館の取り組みはその先駆けですね。各館が真摯に保存・記録にとりくまれてきた資料が、連携によりさらに活用や保
存・継承の道が開かれるのではと期待が高まります。 




